
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

No.1980 
9月 26日例会 プログラム 「観月家族例会」  於：せとうち児島ホテル 

10月 3日例会 プログラム 「船の安全と環境対策について」 白石 富喜太君 

9月 26日のメニュー ・和洋バイキング 
 

前回（9 月 19 日）例会記録 
 
会員総数 32名(内出席規定適用免除者 1名) 出席者数 20名 欠席者数 11名 出席率 64.52％ 前回補正率 93.55％

前回補正者 藤田君 松尾君 立石君 

出
席
報
告 欠 席 者 井上君 岸本君 宮原君 仲田君 大久保君 白石君 高橋(征)君 谷口君 立石君 富永君 山田(次)君
 
 来 訪 者   土屋 智子様（玉野市立青少年育成センター） 
 
 会 長 挨 拶   
 
 本日のゲストは「玉野市立青少年育成センター」の土屋智子様です。後程、卓話を頂きます。前週は、ガバナ

ー公式訪問例会でした。多数の会員の方のご出席、本当にありがとうございました。 

 会長挨拶としては、現在、新聞紙上をにぎわしている米国発のサブプライム問題から発生している金融収縮等、

市場優先のシステムの問題点がグローバル化されているだけに、日米欧を抱き込んだ危機へと進んでいるようで

す。この混乱が何時終息するかはわかりませんが、その後の金融システムがどのような形になるか大いに関心を

持つところです。 
 
 会 長 報 告   
 
・ 次期ガバナー補佐の選出について、9月21日(日)にパスト会長会を開き討議致しますので、その結果の了承

をお願いしておきます。 
 
 幹 事 報 告   
 
・ 鳥居ガバナー事務所よりロータリーカード入会申込みのお願いが届いております。 

・ 鳥居ガバナー事務所より9月7日(日)の「地区会員増強・ロータリー財団合同セミナー」出席に対するお礼

状が届いております。 

・ 鳥居ガバナー事務所より「RI長期計画とクラブの取り組み」アンケートのお願いが届いております。 

・ 当クラブ事務所移転に伴い、9月22日(月)より電話番号とFAX番号が変更となります。 

           旧        新             旧        新 

   電話番号 (0863)31-2881 → (0863)33-2228   FAX番号 (0863)31-2358 → (0863)33-2225 

・ 他クラブの週報・例会変更通知は回覧させて頂きます。 
 
 委 員 会 報 告   
 
・ 出席委員会（渡邉正俊委員長）：8月の出席100％者は22名でした。ありがとうございました。 

・ 親睦・家族委員会（岡眞司委員長）：9月の観月家族例会をせとうち児島ホテルで行います。バスの手配は近

日中にFAXで送らせて頂きます。アトラクションは琴の演奏と、ゲームとして都道府県のビンゴゲーム大会

を予定しております。 

・ 米山記念奨学会委員会（小野武委員長）：(財)ロータリー米山記念奨学会より、山田孝彦君及び私小野武に米

山功労者特別寄付に対するお礼状及び領収書が届いておりますのでご報告致します。感謝状は後日届くそう

です。 
 
 スマイル・ボックス   
 
・東川君､三宅(孝)君､島田君①－土屋様よくおいで下さいました。 

・渡邉君－出席率93.55％です。ありがとうございます。 

・石川君－マリンホテルのロータリークラブ担当が、松下から市原に代わります。 

「一次校正済み」H20.9.22 高橋秀明 

「校了」H20.9.25 高橋秀明 
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必ず ヒ あり 来訪者で統 お客 様 RCの人 君 交換学生が正解
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・島田君－②早退。  ・大西君－早退。  ・松尾君－欠席2枚。 
 
 プ ロ グ ラ ム  「未来に活きる子供を育てる」 土屋 智子様（玉野市立青少年育成センター） 
 
１．玉野市立青少年育成センターについて 

青少年育成相談と街頭補導の推進、非行防止の啓発と関係機関との連携、有

害環境浄化活動の推進、不審者対策の強化を基本目標として活動を行ってい

る。 

 

２．“いまどき”の子ども 

キレる、ムカつく・・・。 

・大人への不信感、感情のコントロールの弱さ、攻撃性が強い。 

・未来への志向性が弱い。      （心理開発教育研究所 柿本 勇） 
 

変わってしまった子どもの“育ちの環境” 

・自然環境 

・社会環境   快適・便利・安全な生活 

・文化環境   テレビやゲーム、インターネットの普及（携帯の普及） 
 

他人の存在の希薄化、個人化、孤立化 → 子供は寂しい思いをしている。 

 

３．私たちに何が出来るのか 

ひとつの団体・1個人として・・・。 

どのような子どもを育てるのか。目標をはっきり持つ。 

そのためには子どもにきちんと目を向けることが大切。 
 

地域の子供を知っていますか？ 

①あいさつ 無視されてもあきらめない。 

②近隣の子供に関心を持つ。 

③ほめる！（大人も） 

TVゲームにも多くのほめる工夫。 

④理想の大人になる。 
 

ほめかた、しかりかたの工夫。いつでもどこでも褒めたり、励ましたりできる。 
 

声を掛け合い明るい未来を子ども達に！ 


